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多流体混合器による微細気泡と環境浄化資材を併用した水質浄化に関する研究

1 .はじめに

微細気泡(マイクロバブノレ)は直径 100μm以下の

気泡であり， (a)内圧が高いので周りの液体への溶存性

に富む，(b)浮上速度が小さく拡散性に優れる， (c)汚濁

物質を吸着し浮上させる，など通常気泡では見られな

い様々な特長を持-つ 機械システム工学科の流体工研

究室で開発中の多流体混合器(佐田富・川原特開 2008-

173631)は，加圧液の供給により気体を自動的に吸引

してマイクロバフγレを含む液を排出可能で、あるなど，

複数の流体を混合して連続相内に微細な分散体を作る

ことができ，様々な用途への応用が可能である.そこ

で，本プロジェクトでは貧酸素状態の水(例えば，池 -

沼 ・湖や観賞用水槽)に上記の装置を使ってマイクロ

パブツレを大量に発生させて溶存酸素濃度DOを増加さ

せ，共同研究先である地場企業の(株)ビッグノくイオ

製(熊本県宇城市)のエコバイオブロックとの相乗効

果によって水質浄化を促進させることを目的として実

施した.

2 実施概要

2.1 多流体混合器について 図 lに多流体混合

器の概要と写真を示す.多流体混合器は加圧した水を

供給することによって，装置内に真空圧を作り出し，

水面上に開放した吸気管を介して空気を自動的に吸引

することができる.その吸引された空気は，水流で、せ

ん断粉砕されてマイクロパブPノレとなる.本混合器の特

長として， (1)装置の構造が簡単なため低コストで製作

可能かつメンテナンスが容易， (2)低動力で多量の微細

気泡を発生可能， (3)流体の組み合わせを変えること

によりミス トやエマノレジョン等を発生可能，等が挙げ

られる.

図 l 多流体混合器

2.2 エコバイオブロック 図2(a)に供試水質浄

化資材で、あるエコバイオブロックの写真を示す.ポー
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ラスブロックのセメントに好気性納豆菌群と餌を直接

混ぜ込んだものである.図2(b)はエコバイオブロック

を投入した水槽内に小型の多流体混合器より発生した

マイクロバフツレを供給している様子である.
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図2 エコバイオブロック

2.3 汚水浄化試験 実験では，図 3に示すとおり

直径 0.5m，高さ 4mの水槽に 500Lの汚水を入れて，

エコバイオブロックを汚水に入れた場合と入れない場

合の両方について，多流体混合器で、マイクロバブルを

発生させて，水質浄化の度合いを比較した多流体混

合器は水、深H=2.4m，エコバイオブロック (2個)は

水深HE=2.2mの位置にそれぞれ設置した.そして，
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図3 汚水浄化用試験装置

多流体混合器によるエアレーションを三週間にわたっ

て行った(自吸される空気の体積流量を QG=1 Llmin， 






